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P129a 巨大分子雲複合体RCW 106 のミニ・スターバーストの起源
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RCW 106 は、太陽系から距離 3.6 kpc の銀河面 (l ∼ 333◦)に位置し、ミニ・スターバーストと呼ばれる激し
い星形成活動を伴う巨大分子雲複合体である。我々は、天の川銀河におけるミニ・スターバーストの起源を解明
するため、RCW 106 の分子雲データの解析を行った。解析には、名古屋大学のNANTEN2 4m 電波望遠鏡によ
る 12CO J = 1–0の広域観測データと、オーストラリアにあるMopra電波望遠鏡による 12CO, 13CO J = 1–0 の
観測データを用いた。RCW 106 には、先行研究 Nguyen et al. (2015) によって報告された −68 km s−1と−50
km s−1の 2つの視線速度を持つ分子雲が含まれている。我々は、さらに巨大分子雲複合体内部の大質量星形成を
伴うRCW 106 EastとWest 領域に着目したところ、これらの 2領域それぞれで、∼ 10 km s−1の速度差を持つ
3つの速度成分を発見した。分子雲の柱密度の最大値は ∼ 3 × 1023 cm−2であり、分子ガス質量は、∼ 105–106

M⊙であった。また位置速度図を作成すると、これらの分子雲は速度空間で、互いに接続した構造を持つことが
わかった。さらにハーシェル宇宙望遠鏡による遠赤外線 160 µmの公開データと比較したところ、分子雲のピー
クが赤外線ダスト放射とも対応していることがわかった。したがって、∼ 10 km s−1の速度差を持つ分子雲が巨
大分子雲内部の星形成領域に付随している可能性が高い。我々は、これらの解析結果に基づいて、RCW 106 巨
大分子雲複合体内部でのミニ・スターバーストの起源として、天の川銀河のたて座-ケンタウルス座腕において、
分子ガスが集積したことによる超音速の分子雲衝突が大規模な星形成を誘発したシナリオを提案し議論する。


